
同志社大学博士課程教育リーディングプログラム「グローバル
・リソース・マネジメント」
ヒューマン・ディグニティ研究センター合同開催

講演者: Sadia Tasleem
・ ブリティッシュコロンビア大学 (ｶﾅﾀﾞ ﾊﾞﾝｸｰﾊﾞｰ) 博士課程の学生
・ クエイド＝イ＝アザーム大学 (ﾊﾟｷｽﾀﾝ) 防衛戦略研究科 講師

日時: 2020年1月15日(水) 16:40～18:15
場所: 烏丸キャンパス 志高館SK110 (SKYPEで中継)
本人は来日しません。

南アジアの情勢が不安定な地域では、軍隊と核兵器の競争が拡大
しており、インドとパキスタンの間とで核の危険性と対立が激化してい
る。
問題は、非核と核の運搬手段から、対話の欠如にまで及ぶ。
一触即発の緊張状態で、インドとパキスタンはどのような進展を目指
すのか？また、軍備縮小やリスク最小化を欠いた状態での解決策に
ついてお話し頂きます。

問合せ：同志社大学高等研究教育院 助教授
イヤス サリム

Eメール： iabuhaji@mail.doshisha.ac.jp

南アジア 核の脅威

使用言語：
英語

一般公開
予約不要
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